
・教科等や教職に関する専門的な知識・技能

・子ども理解力

・特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応力

・組織的・協働的な課題対応・解決能力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

特別支援教育②事例（知的障がい：普通科）

担当：特別支援教育課指導係



本動画は、
「令和５年度
特別支援教育教育課程改善の手引」

の事例を基に作成しています。

北海道立特別支援教育センター
「特別支援教育教育課程編成の手引・改善の手引」
のページにつながります。



健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

(3) 障害による学
習上又は生活上
の困難を改善・
克服する意欲に
関すること

(3) 自己の理解と
行動の調整に関
すること

(5) 認知や行動の
手掛かりとなる
概念の形成に関
すること

(5) 状況に応じた
コミケーション
に関すること

【指導目標】 自分の困難を改善・克服するための方法を知り、自ら活用しようとする。

【具体的な指導内容】

① 教師と一緒に授業場面での困
難な状況を振り返る。

② タブレット端末のカメラ機
能や拡大機能の活用方法を身
に付ける。

③ 授業場面で、必要な箇所に
注目できた際の環境調整や自
分で行った対応等を振り返る。

【実態把握】

【指導すべき課題の整理】

○ 高等部第２学年生徒Ｈ 「必要な情報に注目できる方法を身に付けさせる指導」

【事例８・知的障がい特別支援学校（普通科）】困難さやその背景を踏まえた自立活動の指導

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善



【事例８・知的障がい特別支援学校（普通科）】困難さやその背景を踏まえた自立活動の指導

【指導の方法】

・黒板や教科書、プリント等をタブレット端末のカメラで撮影し、拡大機能やアクセシビリティ等の機
能を活用し、自分が見やすい状態を確認するとともに、授業場面等において自分で見やすい状態にす
ることができるよう、タブレット端末の活用方法を身に付けさせる。

【取組のポイント】

○ 日常の学習場面の様子から、困難さが見られる具体的な状況や推定される困難さ
の背景を把握し、必要な指導内容を設定する。
○ 生活年齢や卒業後の生活を考慮し、困難さに対する自己理解を深めるとともに、
具体的な対応方法を身に付けさせる。

【生徒の変容】

・各教科等の授業場面において、教科書やプリント等を
読みやすくするため、自分で積極的にタブレット端末
を活用するようになった。

・授業場面で必要な箇所を注目できるようになり、授業
内容を理解できるようになった。

【指導の評価・改善】

・卒業後の社会生活を想定し、授業場面だけ
ではなく、日常生活の様々な場面で、自ら
タブレット端末等を活用し、必要な情報に
注目できるようにする。

○ 高等部第２学年生徒Ｈ 「必要な情報に注目できる方法を身に付けさせる指導」

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善



【事例８・知的障がい特別支援学校（普通科）】困難さやその背景を踏まえた自立活動の指導

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

◆ 困難さやその背景を踏まえた自立活動の指導

指導上の配慮

・教科書やプリントのどこ
を見るべきかを随時確認
しながら説明する。

・黒板には必要な情報だけ
を提示する。

・視覚認知の弱さ、「図と地の弁別」の困難さ
・全体の中から重要な情報に焦点を当てて見ること
が難しい

教科の目標を達成し、
資質・能力を育成

困難さの背景

困難さ

必要な情報に注目することができない

Ｈさんの困難さの背景に
は、何があるのだろう…

自立活動

・タブレット端末のカメラ
機能や拡大機能等を活用
し、提示された情報の中
から自分で必要な部分を
焦点化する。

改
善
・
克
服

す
る
た
め
に

環境調整資質・能力の育成を支える

タブレット端末で見
たいところだけを拡大
すると、見やすくなっ
た！


